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概要: 微小電流の計測を行うための逐次比較近似(SAR)AD変換アルゴルズムを検討する. 微小電流

を入力とするサンプルホールド回路は整定に時間がかかる. 通常の 2 進探索型 SAR AD アルゴリズ

ムでは冗長性がないので ADC 入力の微小電流が前段のサンプルホールド回路出力が安定してから

でないと AD 変換動作が開始できない. そこでフィボナッチ型等の冗長探索 SAR アルゴリズムの

使用を検討した. 冗長性のため前段で逐次比較の判定誤りが起きても後段で補正できる  [1,2].  

したがって, 微小電流が前段のサンプルホールド回路出力が完全整定する前に SAR AD 変換動作を

開始でき, SAR AD 変換時間が短くなり高速化できることをシミュレーションで確認した (図 1, 2). 
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図 1. 冗長探索 SAR ADC 回路 

 

図 2.  2 進, 冗長探索 SAR ADC 動作例 
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